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地縁的なコミュニティとの関わりの例



■若い鳥取県応援団
～ 鳥取県出身の若者による都市圏での関係人口ネットワークの形成の例

20代～30代の鳥取県出身の社会人・大学生102名が参加
首都圏と鳥取県の “関係案内人”の役割を担う。
〔活動の例〕
・「知る、飲む、うまい！ わかとりBAL」「とっとり薬膳×うつわ」

民工藝の魅力を紹介する体験型イベントの開催

・地域の経営者を東京から応援「若鳥あきない応援団」

・情報発信イベント等における県・市町村・地域団体との連携

・会員相互の交流を深める交流会の開催

⇨ 活動への参加が、鳥取への旅行・移住
・ふるさと納税等のきっかけに



関係人口との連携・協働
“人”“場”“仕組み”の例



■いんしゅう鹿野まちづくり協議会（鳥取市）
○2001年10月に、有志によるボランティアグループなどを前身に設立

○国、県、民間のプロジェクトも活用しながら下記の取組を実施
・地域の風情を高め、地域の人が自ら町を美しくするきっかけとなる“軒下の演出”
・歴史ある祭りと新たな賑わいの創出による“まちなみを楽しむ賑わい”づくり
・空き家活用による賑わいづくり
・フォーラム・シンポジウムなどの開催

カフェ＆ギャラリー 「しかの心」鳥取市鹿野地区のまちなみ（©鳥取県）



○活動を通じ、多様な地域の人と交流。
→  人間関係資本の形成に

・フォーラム、シンポジウムの実施
・大学フィールドワーク等の受入
・他地域からの視察・研修受入、支援

大阪国際大学 地域学習フォーラムの開催

○多彩な交流拠点
・カフェ＆ギャラリー「しかの心」
・飲食店「夢こみち」
・青山学院大学 分室
・ゲストハウス「しかの宿 本田中邸」

など

○「鳥の劇場」との連携
・独自公演のほか、演劇祭等を通じ、

国内外と交流 鳥の劇場・鳥の演劇祭
交流拠点（カフェ・ギャラー、

飲食店、青山学院大分室）



■もちがせ週末住人（鳥取市）

○2017年鳥取環境大学起業部の学生が地域からの声掛けをきっかけに活動開始

○拠点施設「もちがせ週末住人の家」を中心に、同年代を中心に地域住民とつ
ながる活動を実施。

・挑戦する大学生と暮らす宿の運営
・学生と地域とをつなぐコーディネート
・活動者・来訪者等をむすぶコミュニティの運営



○活動を通じ、地元や他地域の人と交流。
→  人間関係資本の形成に

・地域行事への参加
・ワーキングホリデーの受け入れ
・交流会等を通じた他地域の学生・社会人等との

関係形成

○民泊施設「もちがせ週末住人の家」を
拠点に活動を実施

・地域住民との交流“週末なべ部”
・地域の行事、祭りへの参加
・街歩きマップの作成、体験メニュー検討
・イベント実施 など

○県外出身の２人の学生がきっかけに
→  県外出身者の多い、県内大学に在学

・“他地域から見た地域”と”地域“２つの視点



○新型コロナを受けたオンライン活用
→ 訪問が難しい中でのつながりの継続

・Zoomを活用した交流イベント実施
“遠くでトーク”（ワーキングホリデー参加者
コミュニティ）
“遠くでさけ部”（オンラインフリートーク）
“オンライン同窓会”（２４時間Ｚoomを繋ぎ
っぱなしに）

○来訪者・関係者によるコミュニティの形成
→  “週末住人s”、

帰りたくなる場所を目指す。
・“同窓会”、“支部会”など

おかえり！週末住人s 週末住人s 大同窓会！

オンライン同窓会



株式会社まるにわ

■マーチングビル

• 鳥取市中心市街地の有休不動産（店
舗兼住宅）をシェアハウスとワーク
プレイスにリノベーション。

• 10/14シェアハウスをオープン。

※株式会社まるにわ
リノベーションスクールをきっかけに設立
されたチャレンジする人と有休不動産をつ
なげる“現代版家守”
これまで、市民参加型で百貨店の屋上の広
場の再生や、鳥取駅前の活性化プロジェク
ト等を実施。メンバーは全て兼業者



リノベーションに向け、２年前から地域の魅力や、
働き方・暮らし方をイベントとして発信
地域内外の関係者を関係人口として巻き込み



都市部の関係人口とのつながり
○ ワークプレイス構想についてオンライン関係人口未来ラボで議論(7/25～）

⇨ 9/19～20 ６名が実際に現地を訪問、作業に参加・交流

○ ラボのSNS、オンラインで現地の体験を共有
⇨ メンバーの連鎖的な訪問や、現地での共同プロジェクト造成へ・・・


